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https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/759789.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/759789.pdf
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	東京電力は、２号機の原子炉格納容器内部調査及び３回目の燃料デブリの試験的取り出し（以下「内部調査・デブリ試験的取り出し」という。）を行うため、４月２１日に原子炉建屋内へロボットアームを搬入し、作業開始に向けて設置作業を進めていた。しかし、ロボットアームの動作確認時に、アームを構成する関節の１つのモーターに不具合が発生したため、モーターの交換等の対応を行ってきた。
	これらの対応が完了し、本日から内部調査・デブリ試験的取り出しに着手することから、その状況を遠隔操作室にて確認した。

